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テル・タバン遺跡
13:00‒14:00
　 沼本宏俊（国士館大学）
　 「テル・タバン出土、中・新アッシリアの遺構と土器変遷」
14:15‒15:15
    柴田大輔（筑波大学）
    「テル・タバン出土アッシュル・ケタ・レシェル２世の記念碑文とその歴史的背景」

ヤシン・テペ遺跡
15:45‒16:45
   西山伸一（中部大学）
   「考古学から見たヤシン・テペ：新アッシリア時代の拠点都市と属州支配」
17:00‒18:00
   山田重郎（筑波大学）
   「ヤシン･テペ出土ネックレス碑文」

アッシリアの属国と属州
テル・タバン遺跡とヤシン・テペ遺跡の調査成果から

1月 24 日（金）

12:30‒18:30
2020 年

筑波大学東京キャンパス

   文京校舎 557 ゼミ室

A02- 計画研究 02 第 11 回研究会
新学術領域研究（研究領域提案型）都市文明の本質：古代西アジアにおける都市の発生と変容の学際研究

基盤研究（A）文献学・考古学の協働による紀元前 18 ～ 8 世紀の上メソポタミアの歴史研究
基盤研究（B）古代メソポタミア北部における歴史時代の物質文化の研究ー日本隊の発掘資料を中心にー
国際共同研究加速基金  紀元前二千年紀後半のアッシリア領土統治における多様性の解明：地方王国マリ国の研究




